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＜はじめに＞

私達の班に寄せられた質問シートの多数を占めていたのが、プレゼンの聞き取りにくさと、大幅な制限時間超過についてのクレームでした。これらは私のプレゼンの失敗が原因であり、顧客満足論受講生のみなさんをはじめ、同じ日に発表だった班の方々、顧客満足論受講生のみなさんをはじめ、同じ日に発表だった班の方々、当日司会者だった曽谷さん、講評の時間をなくしてしまった近藤先生、班員の岩政さんと嶋村さんには、ご迷惑をおかけしたことを深くお詫びします。申し訳ありません。　　　　　　　　　　　工藤 貴宏

その他の質問とそれに対する回答は、以下に列挙しておきました。

１．「ＴＤＬ」って聞きなれないんですけど、やっぱり「ＵＳＪ」に対抗してるんですか？
２．最近はＵＳＪのように、ディズニーランドのこともＴＤＬというのがふつうなんでしょうか？


回答）「ＴＤＬ」という呼び方に関しては、ＵＳＪに対抗しているわけではないと思うのですが最近いろんな雑誌で「ＴＤＬ」という表記もしてあることから今回もこのような略称を使いました。ＴＤＬという略称を使用することが普通なのかという件に関しては、ディズニーランド内部では使用は禁止されています。

３．レジュメのグラフ「ゲストの来園回数別比率」で、この資料は何年度のもので、また、全体としてどれくらいの入場者数があったのか？
４．「年代別来園者比率」のグラフで、小人は何歳から何歳までのことか？中人の場合は？
回答）資料は1999年度のものであり、この年の入場者数は1650万人でした。

　　　また小人＝4～11歳まで　中人＝12～17歳まで　大人＝18歳以上　という分け方をディズニーランドでは採用しています。ちなみに3歳以下は無料です。

５．香港にディズニーランドができる可能性は、どのくらいあるのですか？できるの
は決まってるのですか？

回答）調べてみたところ、どうやら2005年に香港に出来るようです。香港ディズニーランドのチケット代金も4月の下旬に決定しています。98年の発表以来あまり公に公表されてはいませんが、計画は進行しているようです。

６．最後の部分、不便な「アレ」って何ですか？
７．最後の方に出てきた不便な「アレ」とは何だったのでしょうか？
回答）おそらく不便な「パスポートシステム」と言いたかったのだと思います。

　　　ディズニーランド・ディズニーシーともにパスポート料金は同じなのですが、1ＤＡＹパスポート（一日券）では両方のパークで遊べないと言う互換性のなさが非常に不便であり、もう少し改善の余地があってもいいように思います。

　　　また２ＤＡＹパスポートでも事前に初日にどちらのパークで遊ぶか、２日目はどちらのパークという具合に予約をいれる必要があるので非常に不便です。

　　　もう少しこのあたりを改善して欲しいと思うのです。

８．ゲスト１人当たりの売上高がＴＤＬは高いとあったが、他のテーマパークとの比較がなく、一体どの程度高いのかが不明でした。
回答）申し訳ありません、正直なところディズニーランド以外にこういった資料が出ている遊園地・テーマパークがないというのが現状です。

９．実際ディズニーランドに行ってみると、待ち時間をなくすマジックをほとんど感じず（待ち時間が）長かったので、他の工夫が必要なんではないでしょうか？
回答）やはり気になる待ち時間ですが、現在のところ大きな工夫と言えるのではないだろうかと考えられるのがファストパスです。ファストパスと言うのはあるアトラクションで発行してもらうと、時間帯が指定されます。その時間帯までは他のアトラクションへ行ったりする事が可能です。そして指定された時間帯にアトラクションへ戻れば別の入り口からアトラクション内に入ることができ、普通に並ぶよりも短い待ち時間でアトラクションを楽しめると言うシステムです。現在のところ導入されているのが４種類ほどですが人気アトラクションに導入されています。

　　　また細かい小道具を見つけてみたり、アトラクションに入るまでの間にポップコーンやアイスクリームなどを食するのもいいのではないでしょうか。次回行かれる時にはぜひちょっと視点を変えてみてみてください。

